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中小企業診断士
回

ズ

６

り¨

全

シ困□□国の経営者のための戦略会計入門
し て け る た め に～ 第6回 :「利益感度速算法を活用する」

企業方程式『PQ=VQ+F+G』
売上高=変動費+固定費十利益

「経
営
者
の
た
め
の
戦
略
会
計
入
門
」

の
第
６
回
目
は
、
「
利
益
感
度
速
算
法

を
活
用
す
る
」
で
す
。

●

「利
益
感
度
」
を
求
め
る
に
は

前
号

で
ご
紹
介
し
た

「
利
益
感
度
分

析
」
と
は
、
左
図
の
企
業
方
程
式

「
Ｐ

Ｑ
＝
Ｖ
Ｑ
十
Ｆ
＋
Ｇ
」
で
、
「利
益
Ｇ
」

が
ゼ
ロ
の
時
、

つ
ま
り

「
Ｐ
Ｑ
＝
Ｖ
Ｑ

十
Ｆ
」
に
お
け
る
「損
益
分
岐
売
価
Ｐ
」
、

「
損
益
分
岐
変
動
単
価

Ｖ
」
、

「
損
益

分
岐
数
量
Ｑ
」
、
「損
益
分
岐
固
定
費
Ｆ
」

と
、
現
状

の

「
売
価

Ｐ
」
、

「
変
動
単

価
Ｖ
」
、

「
数
量
Ｑ
」
、

「
固
定
費
Ｆ
」

と
の
変
化
率
を
分
析
す
る
も
の
で
し
た
。

【全体(MQ会計表】 【1個当たり】

例
え
ば

「売
価
Ｐ
の
利
益
感
度
」
を

求
め
る
に
は
、
ま
ず

「損
益
分
岐
売
価

Ｐ
」
を

「
（Ｖ
Ｑ
＋
Ｆ
）
／
Ｑ
」
で
求
め
、

次

い
で

「損
益
分
岐
売
価
Ｐ
」
／

「現

状
売
価
Ｐ
」
で
コ
冗
価
Ｐ
の
利
益
感
度
」

を
求
め
る
と

い
う
２
段
階
の
計
算
が
必

要
で
し
た
。

計
算
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
結
構
、

手
間
が
か
か

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

●

「利
益
感
度
速
算
法
」
の
発
見

「
利
益
感
度
速
算
法
」
は
、
１
９
８

１
年
に
西
順

一
郎
氏
に
よ

っ
て
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

通
常
は
、
上
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、

２
段
階
の
計
算
で

「
利
益
感
度
」
を
求

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
「
売
価
Ｐ
」
、

「
変
動
単
価

Ｖ
」
、

「
数
量
Ｑ
」
、

「
固
定
費
Ｆ
」
そ

れ
ぞ
れ
の

「
利
益
感
度
」
を
求
め
る
だ

け
な
ら
、
以
下
の
速
算
法
で
簡
単
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
売
価
Ｐ
の
利
益
感
度
を
Ｐ
Ｋ

②
変
動
単
価
Ｖ
の
利
益
感
度
を
Ｖ
Ｋ

③
数
量
Ｑ
の
利
益
感
度
を
Ｑ
Ｋ

④
固
定
費
Ｆ
の
利
益
感
度
を
Ｆ
Ｋ

と
す
る
と
、

①

Ｐ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
／
売
上
高
Ｐ
Ｑ

②
Ｖ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
／
変
動
費
総
額
Ｖ
Ｑ

③
Ｑ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
／
粗
利
益
総
額
Ｍ
Ｑ

④
Ｆ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
／
固
定
費
Ｆ

の
式
で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
実
際
に
速
算
法
で
計
算
し
て
み
る
と

上
図
の
会
社
は
、
売
上
高
Ｐ
Ｑ
ｌ
０

０
０
円
、
変
動
費
総
額
Ｖ
Ｑ
６
０
０
円
、

粗
利
益
総
額
Ｍ
Ｑ
４
０
０
円
、
固
定
費

Ｆ
３
０
０
円
、
利
益
Ｇ
ｌ
０
０
円
な
の

で
、
①
か
ら
④

の
式
に
代
入
し
て
、
各

利
益
感
度
を
計
算
す
る
と
、

①

Ｐ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
ｌ
０
０
円
／
売
上
高

Ｐ
Ｑ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
＝
１０
％

②

Ｖ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
ｌ
０
０
円
／
変
動
費

総
額
Ｖ
Ｑ
６
０
０
円
＝
１６

・
７
％

③
Ｑ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
ｌ
０
０
円
／
粗
利
益

総
額
Ｍ
Ｑ
４
０
０
円
＝
２５
％

④
Ｆ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
ｌ
０
０
円
／
固
定
費

Ｆ
３
０
０
円
＝
３３

・
３
％

と
な
り
、
前
号
で
計
算
し
た
利
益
感
度

分
析
の
値
と

一
致
し
ま
す
。

こ
の
速
算
法
な
ら
、
電
卓
さ
え
あ
れ

ば
誰
で
も
簡
単
に
計
算
で
き
る
の
で
、

知

っ
て
い
る
と
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。

●
利
益
感
度
速
算
法
で
注
目
す
べ
き
点

利
益
感
度
速
算
法
で
注
目
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
「売
価
Ｐ
の
利
益
感
度
」

は
、
Ｐ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
／
売
上
高
Ｐ
Ｑ
で

計
算
で
き
る
の
で
す
が
、
実
は
こ
れ
は
、

経
営
分
析
の
教
科
書
等

で
最
も
有
名
な

「売
上
高
経
常
利
益
率
」
と
同
じ
も
の

だ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の

「売
上
高
経
常
利
益
率
」
が
、

実
は

「売
価
Ｐ
の
利
益
感
度
」
だ

っ
た

と

い
う

の
は
、
今
ま
で
世
界
の
誰
も
が

気
づ

い
て
い
な
か

っ
た
点
で
あ
り
、
将

来
、
企
業
の
業
績
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

も

っ
と
活
用
さ
れ
る
日
が
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
「
売
上
高
経
常
利
益
率
」

が

１０
％
と

い
う

こ
と
は
、
コ
冗
価
Ｐ
の

利
益
感
度
」
が
１０
％
と

い
う
こ
と
と
同

じ
で
あ
り
、
「
売
価
Ｐ
」
を

１０
％
下
げ

る
と

「利
益
Ｇ
」
が
ゼ
ロ
に
な
る
と

い

う
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

二
つ
目
は
、
「数
量
Ｑ
の
利
益
感
度
」

Ｑ
Ｋ
＝
利
益
Ｇ
／
粗
利
益
総
額
Ｍ
Ｑ
で

計
算
で
き
る
の
で
す
が
、
実
は
こ
れ
も

経
営
分
析
で
有
名
な

「安
全
余
裕
率
」

と
同
じ
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。

通
常
、
「安
全
余
裕
率
」
を
計
算
す

る
時
は
、
ま
ず
、
損
益
分
岐
点
売
上
高

を
計
算
し
、
次

い
で
、
損
益
分
岐
点
売

上
高
／
売
上
高

×
１
０
０
％
で
損
益
分

岐
点
比
率
を
計
算
し
、
さ
ら
に
、
１
０

０
％

‐
損
益
分
岐
点
比
率
＝
安
全
余
裕

率
と
３
段
階
の
計
算
が
必
要
で
し
た
。

し
か
し
、
利
益
感
度
速
算
法
で
計
算

す
れ
ば
、
「
安
全
余
裕
率
」
は
、
利
益

Ｇ
／
粗
利
益
総
額
Ｍ
Ｑ
で
ダ
イ
レ
ク
ト

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
「安
全
余
裕
率
」
が
２
５

％
と

い
う
こ
と
は

「数
量
Ｑ
の
利
益
感

度
」
が
２５
％
と

い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ

り
、
「
数
量
Ｑ
」
が
２
５
％
ダ
ウ
ン
す

る
と

「利
益
Ｇ
」
が
ゼ
ロ
に
な
る
と

い

う
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

以
上
、
「利
益
感
度
速
算
法

の
活
用
」

に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
次
号

（特
別
号
）
で
は

「利
益
感
度
分
析
」

よ
り
さ
ら
に
汎
用
性
の
あ
る

「
利
益
倍

率
分
析
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

【注
】
こ
の
方
法
は
、
直
接
原
価
Ｄ
Ｃ

で
の
み
使
え
ま
す
。
商
業
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、
製
造
業

・
建
設
業
は
、
直

接
原
価
Ｄ
Ｃ
に
再
計
算
が
必
要
で
す
。
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